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９
月
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平

２５

２５

成　

年
度
６
会
計
決
算
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
家
庭
的
保
育

２５

２６

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
な
ど
の
制
定
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
に
関

す
る
細
目
協
定
な
ど
の
締
結
、
動
産
の
取
得
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た　

議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

１８

１
件
は
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
と
意
見
書
４
件
を

可
決
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
ま
た
、
陳
情
は
３
件
を
趣
旨
了
承
と
決
し
ま
し
た
。

１０月１５日、「小学校連合運動会」が開催され、児童代表の力強
い宣誓が競技場に響きました。雨天により、子どもたちは１７日
にも元気に競技を行いました＜市民スポーツセンターにて＞
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平
成

年
度
６
会
計
決
算
を
賛
成
多
数
で
認
定

２５

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備

へ
の
助
成
金
や
認
可
保
育
園
へ
の

保
育
所
運
営
費
交
付
金
な
ど
に
要

し
た
民
生
費
が
１
０
０
億
１
４
３

７
万
円
で　

・
１
％
を
占
め
、
次

３８

に
公
園
や
市
道
の
整
備
等
に
要
し

た
土
木
費
が
、　

億
３
７
７
２
万

４８

円
で　

・
８
％
を
占
め
ま
し
た
。

１６

　

な
お
、
決
算
状
況
を
市
民
一
人

当
た
り
に
す
る
と
、
納
税
額
で
は

市
税　

万
３
９
４
０
円
に
対
し 

１５

て
、
歳
出
額
は
一
般
会
計
で　

万
２９

３
２
０
１
円
で
し
た
。

　

特
別
会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
事
業
で
は
、
１
人
当
た
り
の

療
養
給
付
費
が　

万
１
５
０
８
円

２１

で
し
た
。
下
水
道
事
業
で
は
、
水

�
�
�
�

　

一
般
会
計
（
第
１
号
）、介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）
の

２
会
計
総
額
で
１
億
３
８
３
万
５

０
０
０
円
増
額
す
る
も
の
で
２
議

案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成　

年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計

２５

継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

○
平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く
健

２５

全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

（
綾
瀬
市
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

例
）

（
綾
瀬
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

（
綾
瀬
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
法

人
の
市
民
税
の
法
人
税
割
及
び
軽

自
動
車
税
の
税
率
並
び
に
地
域
決

定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
に
基
づ

く
固
定
資
産
税
の
特
例
割
合
等
の

規
定
を
改
定
す
る
た
め
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

○
綾
瀬
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
綾
瀬
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
や
子
ど
も
子
育
て

支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
３
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
４
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

��

�

○
綾
瀬
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

�
�
�
�
�

　

防
災
行
政
用
無
線
（
同
報
系
）

個
別
受
信
機
と
高
規
格
救
急
自
動

車
の
取
得
を
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

�
�
�
�

○
綾
瀬
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

布
施
武
氏
（
寺
尾
西
）
を
再
任

す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

落
合
あ
い
子
氏
（
小
園
）
を
法

務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

○
綾
瀬
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
の
社
会
情
勢
等
を
勘
案 

し
、
議
員
定
数
を
１
人
削
減
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
条
例
は
次
回
の

一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

○
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言

語
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
広
め
る

と
と
も
に
、 
聾 ろう 
者 
が
自
由
に
手
話

し
ゃ

を
使
い
、
さ
ら
に
は
言
語
と
し
て

普
及
、
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
手
話
言

語
法
の
制
定
を
求
め
る
も
の
で 

す
。

○
義
務
教
育
に
係
る
国
に
よ
る
財

源
確
保
と　

人
以
下
学
級
の
着
実

３５

な
実
施
・
進
行
を
図
り
、
教
育
の

機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上

並
び
に
行
き
届
い
た
教
育
の
保
障

を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

存
続
・
拡
充
し
、
義
務
教
育
教
科

書
無
償
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
行
き
届
い
た
教
育
を
実
現
す

る
た
め
の
予
算
を
確
保
・
拡
充
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
住
宅
防
音
工
事
対
象
線
内
の　
８０

Ｗ
及
び　

Ｗ
地
域
に
所
在
す
る
全

７５

て
の
告
示
後
住
宅
及
び
住
宅
に
つ

い
て
、
米
空
母
艦
載
機
が
岩
国
飛

行
場
に
移
駐
す
る
ま
で
に
防
音
工

事
及
び
外
郭
防
音
工
事
の
対
象
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

昭
和　

年
９
月　

日
告
示
の
住

６１

１０

宅
防
音
工
事
対
象
線
内
の　

Ｗ
及

８０

び　

Ｗ
地
域
に
所
在
す
る
全
て
の

７５
告
示
後
住
宅
及
び
住
宅
に
つ
い 

て
、
防
音
工
事
及
び
外
郭
防
音
工

事
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
要
請
す

る
も
の
で
す
。

○
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
に
飛

来
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

超
過
密
化
し
た
市
街
地
に
あ
る

厚
木
基
地
の
実
情
を
十
分
認
識 

し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
つ

い
て
、
地
元
住
民
が
納
得
で
き
る

説
明
が
な
い
以
上
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
厚
木
基
地
へ
の
飛
来
を
行
わ
な

い
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
５
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
（
意
見
書
の
全

文
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
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�
�
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平
成　

年
度
６
会
計
決
算
は
、

２５

歳
入
総
額
が
４
３
９
億
７
９
８
９

万
円
、
歳
出
総
額
が
４
２
８
億
４

０
３
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
、歳
入
は
０
･
２
％
の
減
、歳
出

は
０
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
の　

％
を
占
め
る

５８

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
対
前
年

度
比
３
・
２
％
減
の
２
５
９
億
７

４
７
１
万
円
で
、そ
の
内
訳
は
、市

税
な
ど
の
自
主
財
源
が　

・
８
％
、

５８

国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が

　

・
２
％
の
割
合
で
し
た
。
歳
出

４１は
、対
前
年
度
比
４
・
２
％
減
の
２

５
０
億
１
７
６
６
万
円
で
、
主
に

質
保
全
と
居
住
環
境
を
保
持
す
る

た
め
、
終
末
処
理
場
の
沈
砂
池
及

び
用
水
設
備
の
更
新
工
事
や
水
処

理
施
設
等
の
耐
震
診
断
を
実
施 

し
、
人
口
普
及
率
は
、　

・
３
％

９４

と
な
り
ま
し
た
。
深
谷
中
央
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
区
域

内
の
造
成
擁
壁
工
事
が
完
了
し
た

た
め
、道
路
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

及
び
緑
地
の
整
備
を
行
い
、
事
業

の 
進 しん 　
  �
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

ち
ょ
く

　

％
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険

９５事
業
で
は
、
歳
出
総
額
の
約
９
割

を
占
め
る
保
険
給
付
費
が
、
要
介

護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
７
・
２
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、後
期
高
齢
者
医

療
事
業
は
、
歳
入
で
は
被
保
険
者

数
の
増
加
に
よ
り
、
保
険
料
が
対

前
年
度
比
６
・
２
％
の
増
と
な 

り
、全
体
の　

・
６
％
を
、歳
出
で

８６

は
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
全
体

の　

・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

９７

　

以
上
、
６
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
認

定
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

○
工
事
委
託
契
約
に
関
す
る
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成　

年
度

２６

綾
瀬
市
公
共
下
水
道
根
幹
的
施
設

の
建
設
工
事
（
そ
の
２
）
）

　

綾
瀬
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事

を
日
本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
し

て
行
う
も
の
で
す
。

○
工
事
に
関
す
る
細
目
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
（
東
名
高
速
道
路 

「（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
」新
設
事
業
の
工
事
）

　

県
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
及
び
市
が
、
工
事
に
関
す
る
細

目
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
２
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。


